
公益財団法人 伊藤科学振興会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  資産の部
１．流動資産

現金預金 6,430,134 7,204,431 △ 774,297
流動資産合計 6,430,134 7,204,431 △ 774,297

２．固定資産
(1) 基本財産

基本財産 245,783,450 245,783,450 0
利付国債 45,783,450 45,783,450 0
地方債(神戸市) 200,000,000 200,000,000 0

基本財産合計 245,783,450 245,783,450 0
(2) 特定資産

特定資産 3,948,077 3,895,809 52,268
国債償還損引当 443,965 391,731 52,234
研究助成基金 3,504,112 3,504,078 34

特定資産合計 3,948,077 3,895,809 52,268
固定資産合計 249,731,527 249,679,259 52,268
資産合計 256,161,661 256,883,690 △ 722,029

Ⅱ  負債の部
１．流動負債

未払金 442,304 472,665 △ 30,361
流動負債合計 442,304 472,665 △ 30,361
負債合計 442,304 472,665 △ 30,361

Ⅲ  正味財産の部
１．一般正味財産 255,719,357 256,411,025 △ 691,668

（うち基本財産への充当額） 245,783,450 245,783,450 0
（うち特定資産への充当額） 3,948,077 3,895,809 52,268
正味財産合計 255,719,357 256,411,025 △ 691,668
負債及び正味財産合計 256,161,661 256,883,690 △ 722,029

貸借対照表

2024年 3月31日現在



公益財団法人 伊藤科学振興会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

基本財産運用益 5,546,000 5,546,000 0
利付国債益 1,080,000 1,080,000 0
地方債益 4,466,000 4,466,000 0

特定資産運用益 38 36 2
特定資産受取利息 38 36 2

雑収益 32 33 △ 1
受取利息 32 33 △ 1

経常収益計 5,546,070 5,546,069 1
(2) 経常費用

事業費 5,775,198 5,608,389 166,809
支払助成金 3,000,000 3,000,000 0
広告宣伝費 146,231 185,831 △ 39,600
会議費 250,055 132,233 117,822
諸謝金 150,000 150,000 0
旅費交通費 111,822 50,930 60,892
通信運搬費 20,253 16,789 3,464
消耗什器備品費 37,352 790 36,562
委託費 2,056,680 2,069,506 △ 12,826
雑費 2,805 2,310 495

管理費 462,540 536,085 △ 73,545
会議費 11,055 0 11,055
旅費交通費 45,432 112,326 △ 66,894
通信運搬費 7,569 5,987 1,582
租税公課 1,670 1,700 △ 30
消耗什器備品費 165 16,500 △ 16,335
委託費 393,239 397,317 △ 4,078
雑費 3,410 2,255 1,155

経常費用計 6,237,738 6,144,474 93,264
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 691,668 △ 598,405 △ 93,263
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 △ 691,668 △ 598,405 △ 93,263

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 691,668 △ 598,405 △ 93,263
一般正味財産期首残高 256,411,025 257,009,430 △ 598,405
一般正味財産期末残高 255,719,357 256,411,025 △ 691,668

Ⅱ  正味財産期末残高 255,719,357 256,411,025 △ 691,668

正味財産増減計算書

2023年 4月 1日から2024年 3月31日まで



公益財団法人 伊藤科学振興会
（単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 差　異
Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

基本財産運用益 5,546,000 5,546,000 0
利付国債益 1,080,000 1,080,000 0
地方債益 4,466,000 4,466,000 0

特定資産運用益 50 38 12
特定資産受取利息 50 38 12

雑収益 50 32 18
受取利息 50 32 18

経常収益計 5,546,100 5,546,070 30
(2) 経常費用

事業費 5,924,000 5,775,198 148,802
支払助成金 3,000,000 3,000,000 0
広告宣伝費 200,000 146,231 53,769
会議費 300,000 250,055 49,945
諸謝金 150,000 150,000 0
旅費交通費 140,000 111,822 28,178
通信運搬費 20,000 20,253 △ 253
消耗什器備品費 4,000 37,352 △ 33,352
委託費 2,100,000 2,056,680 43,320
雑費 10,000 2,805 7,195

管理費 668,000 462,540 205,460
会議費 50,000 11,055 38,945
旅費交通費 190,000 45,432 144,568
通信運搬費 15,000 7,569 7,431
租税公課 2,000 1,670 330
消耗什器備品費 1,000 165 835
委託費 400,000 393,239 6,761
雑費 10,000 3,410 6,590

経常費用計 6,592,000 6,237,738 354,262
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,045,900 △ 691,668 △ 354,232
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 △ 1,045,900 △ 691,668 △ 354,232

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 1,045,900 △ 691,668 △ 354,232
一般正味財産期首残高 256,411,025 256,411,025 0
一般正味財産期末残高 255,365,125 255,719,357 △ 354,232

Ⅱ  正味財産期末残高 255,365,125 255,719,357 △ 354,232

予算対比正味財産増減計算書

2023年 4月 1日から2024年 3月31日まで



公益財団法人 伊藤科学振興会
（単位：円）

科        目 公益目的事業会計 法人会計 内部取引等消去 合計
Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

基本財産運用益 5,546,000 0 0 5,546,000
利付国債益 1,080,000 0 0 1,080,000
地方債益 4,466,000 0 0 4,466,000

特定資産運用益 38 0 0 38
特定資産受取利息 38 0 0 38

雑収益 0 32 0 32
受取利息 0 32 0 32

経常収益計 5,546,038 32 0 5,546,070
(2) 経常費用

事業費 5,775,198 0 0 5,775,198
支払助成金 3,000,000 0 0 3,000,000
広告宣伝費 146,231 0 0 146,231
会議費 250,055 0 0 250,055
諸謝金 150,000 0 0 150,000
旅費交通費 111,822 0 0 111,822
通信運搬費 20,253 0 0 20,253
消耗什器備品費 37,352 0 0 37,352
委託費 2,056,680 0 0 2,056,680
雑費 2,805 0 0 2,805

管理費 0 462,540 0 462,540
会議費 0 11,055 0 11,055
旅費交通費 0 45,432 0 45,432
通信運搬費 0 7,569 0 7,569
租税公課 0 1,670 0 1,670
消耗什器備品費 0 165 0 165
委託費 0 393,239 0 393,239
雑費 0 3,410 0 3,410

経常費用計 5,775,198 462,540 0 6,237,738
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 229,160 △ 462,508 0 △ 691,668
評価損益等計 0 0 0 0
当期経常増減額 △ 229,160 △ 462,508 0 △ 691,668

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0
当期経常外増減額 0
他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 691,668
当期一般正味財産増減額 256,411,025
一般正味財産期首残高 255,719,357
一般正味財産期末残高 255,719,357

Ⅱ  正味財産期末残高 255,719,357

正味財産増減計算書内訳表

2023年 4月 1日から2024年 3月31日まで



（単位：円）
場所・物量等 使用目的等 金　　　　額

(流動資産)
預金 普通預金 6,430,134

  りそな銀行行徳支店(0092620) 運転資金として 3,566,863
  ゆうちょ銀行〇一九店(00170-8-266301) 運転資金として 2,863,271

6,430,134
(固定資産)
  基本財産

第26回利付国債 野村証券㈱
公益目的保有財産であり、運用益は公益
目的事業の財源として使用している

45,783,450

神戸市平成21年第11回公募公債 野村証券㈱
公益目的保有財産であり、運用益は公益
目的事業の財源として使用している

200,000,000

  特定資産

国債償還損引当金 りそな銀行行徳支店(0092653)
国債償還の際に生ずる損失を補填する目的
として引当

443,965

研究助成事業基金 りそな銀行行徳支店(0092646) 研究助成事業の運営資金として 3,504,112
249,731,527
256,161,661

(流動負債)
未払金 442,304

㈱国際文献社 当事業年度分の管理費 398,412
理事会交通費 43,892

442,304
442,304

255,719,357    正味財産

  固定資産合計
    資産合計

  流動負債合計
    負債合計

  流動資産合計

財産目録
2024年 3月31日現在

公益財団法人 伊藤科学振興会

貸借対照表科目



１.重要な会計方針
(1)有価証券の評価基準及び評価方法
　　1.満期保有目的の債券の評価
　　　満期保有目的の債券について、取得価額と債券金額との差額の性格が金利の
　　　調整と認められるときには、取得原価に基づき評価する。
　　　但し、満期償還時に見込まれる損失が明らかである場合には、償還損引当
　　　資産として償還損に相当する金額を毎期特定資産として積立てるものとする。
　　2.その他の有価証券

時価のあるものについては、決算日の市場価格等に基づく時価法を採用している。
(2)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２.基本財産及び特定資産の増減及びその残高
　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　投資有価証券 245,783,450 0 0 245,783,450
小　　　　　計 245,783,450 0 0 245,783,450

　　　国債償還損引当 391,731 52,234 0 443,965
　　　研究助成事業基金 3,504,078 34 0 3,504,112

小　　　　　計 3,895,809 52,268 0 3,948,077
合　　　　　計 249,679,259 52,268 0 249,731,527

３.基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。当期末残高
（うち指定正味財産から
の充当額）

（うち一般正味財産から
の充当額）

（うち負債に対応する
額）

245,783,450 - (245,783,450) -
小　　　　　計 245,783,450 - (245,783,450) -

443,965 (443,965)
3,504,112 (3,504,112)

合　　　　　計 3,948,077 - (3,948,077) -

４.満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　　満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）
　　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。帳簿価額 時　　価 評価損益

45,783,450 52,746,165 6,962,715

200,000,000 219,937,200 19,937,200

合　　　　　計 245,783,450 272,683,365 26,899,915

１.基本財産及び特定資産の明細

２.引当金の明細

財務諸表に対する注記

満期保有目的の債券について、取得価額と債券金額との差額の性格が金利の調整と認められるときには、取得原価に基づき
評価する。
但し、満期償還時に見込まれる損失が明らかである場合には、償還損引当資産として償還損に相当する金額を毎期特定資産
として積立てるものとする。	

　　投資有価証券

　特定資産
  　国債償還損引当資産

科　　　　　目
　基本財産

　特定資産

科　　　　　目

　基本財産

基本財産及び特定資産について、財務諸表の注記　2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高に記載をしているため、記載を
省略する。

引当金について、財務諸表の注記　2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高に記載をしているため、記載を省略する。

　地方債神戸市第11回

附属明細書

  　研究助成事業基金

科　　　　　目
　第26回利付国債

1


